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月齢確認

月齢判別方法
（２０ヶ月齢以下の確認）

○個体識別
制度

○生産記録
又は

○生理学的成
熟度
（A40以下）

○個体識別
制度

日 本カナダ米 国
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牛の個体識別制度

生年月日等生年月日
（2005年から任

意で実施）

情
報

個体識別番号・出生農場

2003年12月2002年７月・2004年導入
・2009年1月を目

処に完成予定

施
行
年

義務義務任意
制
度

日 本カナダ米 国

アメリカにおける個体識別耳標

食品安全委員主催意見交換会
（H17.11.17 福岡会場)
基調講演資料より
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・８９年：カナダ牛個体識別管
理局（CCIA）が設立

・００年４月：ＩＤ法令公布

・０１年1月：ＩＤ制度開始

・０２年７月：ＩＤ制度完全実施

・０５年１月：RFID ( Radio 
Frequency ID ：無線読取り方
式ID)へ本格的に移行

カナダの個体識別

食品安全委員主催意見交換会
（H17.11.17 福岡会場)
基調講演資料より

生産記録による月齢確認
個体毎の月齢証明

生年月日

子牛の生産農場において、
個体ごとに生年月日などの
記録を記載した台帳を保存

生産農家の出生記録台帳
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生産記録による月齢確認
群毎の月齢証明

同じシーズンに生まれた牛を
群で管理（群で最初に牛が
生まれた日を群全体の出生
日とする）

生産農家の群毎の管理台帳

群の最大月齢

群の最初の出生
日から最後の出
生日

生理学的成熟度による月齢判別の流れ

と 畜

通常格付

対日輸出用格付

出 荷

J

≦A40

USDA

日本向け輸出

農務省
格付検査官

農務省
格付検査官

マチュリティ
(骨化、肉質
& 総合的)

農務省格付検査官
又は施設の代表者

記録の保管

農務省
格付検査官

≧A50

代表的な事例


